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学 位 論 文 題 名 

 
Dynamic Orientation Control of Gold Nanorods on Polymer Brush Substrates 

(ポリマーブラシ基板上における金ナノロッドの動的配向制御) 

 

金ナノ粒子は金原子が集合したナノオーダーの微粒子であり、バルクの金および単一の原子と

は異なる性質を示す。その性質の一つが局在表面プラズモン共鳴（LSPR：localized surface plasmon 

resonance）であり、この現象により特定波長の光の吸収が起こる。また、金ナノ粒子の集合状態

を制御することでその光学的機能が制御できる。金ナノ粒子は様々な形状が作製可能であり、球

状金ナノ粒子のような等方性金ナノ粒子に比べて異方性金ナノ粒子は、構造の複雑さからその集

合や機能を制御することが比較的困難であるが、等方性金ナノ粒子にはない特有の性質を持つ。

棒状金ナノ粒子（金ナノロッド）は、照射光に対する金ナノロッドの角度に依存して異なる光学

特性を示すという特徴的な性質を持つ。そのため、金ナノロッドの配向制御技術を確立すること

で、この特徴を最大限に発揮できるうえ、異方性ナノ粒子のような複雑なマテリアルを自在に制

御できる技術の礎が確立でき、ボトムアップ的アプローチからのナノマテリアルの自在な制御の

発展につながる。 

従来の研究では、溶液中に分散した金ナノロッドの配向制御が報告されている。しかしながら、

分散した金ナノロッドは、コロイドの性質上、時間経過や環境変化における粒子同士の凝集が懸

念される。金ナノ粒子が一度不可逆的に凝集し沈澱すると LSPR 特性が消失するため、凝集の懸

念が存在しない系の創製が望まれる。その一つの手法として、固体基板上に金ナノ粒子を固定す

る方法がある。金ナノ粒子を固体基板上に結合させておくことで、金ナノ粒子の位置が基板上に

固定され、粒子同士の凝集を防止できる。金ナノロッドの配向制御法において、固体基板上に金

ナノロッドの向きを固定する手法も存在するが、固体基板に強く結合した金ナノロッドの動的配

向制御は困難である。 

本研究では、この金ナノロッドの配向制御を基板上で達成する材料として、ポリマーブラシに

着目した。ポリマーブラシとは、直鎖状の高分子の片末端を材料表面に固定した基板材料である。

直鎖状ポリマーは外部環境に応答して柔軟に構造を変えることから、ポリマーブラシはナノスケ

ールでの構造変化が可能な基板材料とみなすことができる。そのため本研究において、ポリマー

ブラシを用いた金ナノロッドの配向制御法について検討し、基板上における金ナノロッドの動的

なプラズモン制御を目指した。 

第１章では、金ナノ粒子および金ナノロッドの性質を紹介し、金ナノロッドの配向制御に関す

る先行研究の紹介、および配向制御におけるポリマーブラシの利点について言及した。 

第２章では、2本鎖および 1本鎖DNAブラシを作製し、DNAと金ナノロッドの相互作用変化

による配向制御法を確立した（図 1上）。pH応答性のカチオン分子を表面に修飾した金ナノロッ

ドを作製し、静電相互作用により DNA ブラシに吸着させた。カチオン性分子とノニオン分子を

1 : 9の割合で混合して表面修飾し、金ナノロッド表面の正電荷量を抑えることで金ナノロッドが

DNAに沿って基板上に垂直に吸着した。 



 また、pH を下げて金ナノロッド

の表面の正電荷量を上げ、金ナノロ

ッド－DNA 間の静電相互作用強度

をあげることで、DNA が金ナノロ

ッドに強く吸着し、金ナノロッドが

傾斜することが分かった。この現象

は可逆的に発生し、かつ 1 本鎖

DNA と 2 本鎖 DNA で挙動が異な

る事が分かった。この結果は、静電

相互作用強度を利用した配向制御

においては、ポリマーの剛直性およ

びアニオン密度が金ナノロッドの配向制御に重要であることを示している。 

第３章では、1本鎖DNAブラシの構造変化による金ナノロッドの配向制御を行った（図 1下）。

１本鎖DNAブラシにNaClを添加すると、静電反発の減少および浸透圧の低下により膜厚が減少

することが知られており、その膜厚は計算式によって算出される。DNAブラシ内で垂直に配向し

た金ナノロッドは、NaCl 濃度に対応して動的に配向が変化することが分かった。また、DNA の

長さおよび塩濃度、塩の種類を変え、様々な条件下において金ナノロッドの消光スペクトルを測

定することで、DNAブラシの計算膜厚と

金ナノロッドの配向関係を調べた。その

結果、DNAブラシの膜厚が金ナノロッド

の長軸長さを上回る条件において、金ナ

ノロッドは垂直配向し、長軸長さを下回

り始めると金ナノロッドが傾斜しはじ

め、ブラシ膜厚がおよそ長軸長さの半分

になると金ナノロッドの傾斜角が飽和

することが分かった。この傾斜角は 0°

から 90°に近い範囲で変化した。以上の

結果から、ブラシの膜厚変化を利用した

金ナノロッドの配向変化は、金ナノロッ

ドの長軸長さと膜厚をファクターとして

一般化できることが分かった。 

 第４章では、合成高分子ブラシを用いた金ナノロッドの配向制御を行った（図 2）。重合開始剤

を基板に固定し、基板を開始点として重合を行いポリマーブラシを作製する”Grafting-from”法によ

りPoly(Styrene sulfonate) (PSS) ブラシを作

製した。合成高分子ブラシはDNAブラシ

と異なりそれぞれの直鎖の長さにばらつ

きがあるが、カチオン性金ナノロッドを

PSS ブラシに滴下すると、DNA ブラシと

同様に金ナノロッドが垂直に配向するこ

とが分かった。また、塩の添加や有機溶媒

の添加によりブラシの収縮を誘起したと

ころ、金ナノロッドが傾斜することが分か

った。この動的変化は可逆的に発生した。

以上の結果から、合成高分子ブラシにおい

ても金ナノロッドの配向変化が可能であ

図 1. DNAブラシを用いた金ナノロッドの配向変化 

図 3. 合成高分子ブラシ(PSSブラシ)を用いた 

金ナノロッドの配列化および膜厚変化を利用した 

動的配向変化 

図 2. 金ナノロッドの配向変化とブラシの膜厚の 

関係性 



ることが示された。 

 第５章では、第２章から第４章までの本学位論文における総括を行った。 

 以上により、ポリマーブラシを用いた金ナノロッドの配向制御方法について提案した。本研究

の成果は異方性ナノ粒子制御におけるポリマーブラシの有用性を示しており、異方性ナノ粒子の

光学特性および集合化制御のための新たな指針となるものである。 

 

 


